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⼆酸化炭素排出抑制対策事業費等補助⾦・廃熱・未利
⽤熱・営農地等の効率的活⽤による脱炭素化推進事業

かなごてファーム
⾦次郎の⾥発電所

松⽥町
アシガラパートナーズ

農家カフェ・シエスタ

電気

発電＜消費量
⾦次郎の⾥発電所で作られた電気が、
すべて2つの施設で使われている。



⾮FIT再エネを含めた再エネ供給における需給調整
１）再エネ発電側情報（少なくとも30分値）のほぼリアルタイムな把握。
２）⾃社の総需要と再エネ発電情報の⽐較＞全社的再エネ⽐率の把握。
３）毎⽇の需要計画とリアルタイムな再エネ発電情報の⽐較
４）需給調整をより正確に⾏う仕組みの開発。
（⾮FIT100％でも供給できる仕組み）

それをもとに「⾃家消費証明」を考案
１）GPPの再エネ供給量と全電気供給量との「30分値」ズレの把握。
２）特定発電所と特定需要家との、発電量と需要量の⽐率の把握。
３）それが「30分値」で可能。

依頼があったとき、
GPPがチャレンジしていたこと



スマートメーターのBルートサービスを活⽤

スマート
メータ

送配電
会社

HEMS

需要家

30分値

停⽌、契約変更等

準リアルタイム値

各種情報提供

Aルート Bルート

⼩売
事業者 ⺠間会社

需要家の
使⽤情報 Cルート

送配電会社のシステム上で 数秒遅れだが、毎秒デー
タも取れる。通信データ
を多くすれば。

ただし、現在、次世代スマートメーターの議論中で、通信⽅法や昨⽇がどうなるか不透明。
Bルートサービスが残ることは確か。



自家消費率証明サービスの概要

特定
再エネ
発電所

特定
再エネ
ユーザー

⽇本では電気は30分単位で需要と供給を⼀致させる「需給調整」がおこなわれている。
それにあわせて30分ごとの、特定発電所の発電時間帯に、発電所からの系統供給量と
特定ユーザーの消費量を把握する。

両者を⽐較検討して
⾃家消費率を割り出す。

送電系統

スマートメーターBルート
データー情報サービス

GPP
東電PGシステムから取得
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系統からの供給量と消費量の比較

図のように、発電時間中の
消費量は、常に系統供給量
を上回っている。14時から
14時30分までの、両者の差
が最も⼩さく、⾃家消費率
99％となっている。それで
も、この発電所の電気は、
全て、この特定消費者に
よって使われたことがわか
る。0
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再
エ
ネ
発
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量

電⼒消費量

：ある30分値A
（電力量＜再エネ発電量）

→再エネ比率100%+余剰売電
→自家消費だけではない

余剰売電

再エネ⽐率100%のライン
（電⼒量＝再エネ発電量）

再エネ⽐率＝再エネ発電量／電⼒使⽤量
⾃家消費率＝電⼒使⽤量／再エネ発電量

電⼒使⽤量
再エネ発電量

すべて
⾃家消費

再エネ100%
＋余剰売電

：ある30分値B
（消費量＞再エネ発電量）

→再エネ比率100%以下
→すべて自家消費

30分値で算出する「再エネ⽐率」と「⾃家消費率」

ある30分値A

ある30分値B
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ある30分値（電⼒使⽤量＞再エネ発電量）
→再エネ⽐率100%以下
→すべて⾃家消費
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(kWh)

ある30分値（電⼒使⽤量＜再エネ発電量）
→再エネ⽐率100%+余剰売電
→⾃家消費以外が発⽣



⽉別集計
⽇別集計



グリーンピープルズパワーと一緒に
社会を変えませんか？

代表取締役 竹村英明

写真は毎日新聞「ストーリー」より

https://www.greenpeople.co.jp 電話 03-6274-8660
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